
平成３０年度開催日割および重賞競走について

平成２９年１０月１６日

JRA日本中央競馬会

平成３０年度の開催日割については，年初は１月６日（土）の東西金杯からスタートし，年末は１２月

２８日（金）まで，年間を通じて多くのお客様に中央競馬をお楽しみいただけるよう設定いたします。

重賞競走については，スプリント路線の拡充を目的とした重賞競走の新設，チューリップ賞のＧⅡ

昇格をはじめとした３歳春季トライアル競走の改善などを行います。

また，ダート競馬の祭典として，例年，地方競馬で実施しているJBC競走については，１１月４日

（日）に京都競馬場において１日３競走を実施いたします。

なお，重賞競走の賞金額，競馬番組上のルールの変更点，その他競馬番組に関する取り組み等に

ついては，１１月中旬頃に改めて発表いたします。

Ⅰ．開催日割について
開催日割については，より多くのお客様に中央競馬にご参加いただくとともに，スポーツエン

ターテインメントとしての一層の盛り上がりを図る観点から，以下のとおり設定いたします。

１．年初および年末の開催について

年初は，より多くのお客様にご参加いただけるよう，１月６日（土）に中山・京都競馬を開催

いたします。

また，年末までお客様に中央競馬をお楽しみいただくとともに，競走馬の円滑な出走を図る観

点から，１２月２８日（金）に中山・阪神競馬を開催いたします。

２．祝日等を利用した開催について

年間４日の祝日・休日を利用し，以下のとおり３日開催を実施いたします。

⑴ １月８日（祝・月）【成人の日】 中山・京都競馬

⑵ ２月１２日（休・月）【建国記念の日振替休日】 東京・京都・小倉競馬

２月１０日（土） ２月１１日（祝・日） ２月１２日（休・月）

１回東京⑤ １回東京⑥

開催場 ２回京都⑤ ２回京都⑥

１回小倉① １回小倉②

⑶ ９月１７日（祝・月）【敬老の日】 中山・阪神競馬

⑷ １０月８日（祝・月）【体育の日】 東京・京都競馬
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３．開催日数について

競馬場毎の開催日数については，以下のとおりといたします。

札幌競馬 ２開催１２日 東京競馬 ５開催４５日

函館競馬 ２開催１２日 中京競馬 ４開催２６日

福島競馬 ３開催２０日 京都競馬 ５開催４４日

新潟競馬 ３開催２６日 阪神競馬 ５開催４２日

中山競馬 ５開催４１日 小倉競馬 ２開催２０日

Ⅱ．重賞競走について（P.４「平成３０年度の重賞競走の主な変更点について」をご参照ください。）

１．３歳スプリント重賞競走の新設について

スプリント路線の拡充を図る観点から，第３回京都競馬第１１日に葵ステークス（新設重賞）

［１，２００m芝］を新設いたします。

２．３歳春季トライアル競走の改善について

⑴ チューリップ賞のＧⅡ昇格

桜花賞（ＧⅠ）のトライアル競走として競走内容が充実しているチューリップ賞［１，６００m

芝・外］をＧⅢからＧⅡに昇格いたします。

⑵ 優駿牝馬（オークス）（ＧⅠ）および東京優駿（日本ダービー）（ＧⅠ）の優先出走権

優駿牝馬（オークス）（ＧⅠ）および東京優駿（日本ダービー）（ＧⅠ）の競走内容のさらな

る充実を図るため，トライアル競走等において優先出走権を付与する着順を下表のとおり変更

いたします。

Ｇ Ⅰ 競 走 優先出走権を付与する競走 優先出走権付与着順

優 駿 牝 馬（ＧⅠ）
（ オ ー ク ス ）

桜 花 賞（ＧⅠ） ４着以内⇒５着以内

サ ン ケ イ ス ポ ー ツ 賞
フ ロ ー ラ ス テ ー ク ス（ＧⅡ）

３着以内⇒２着以内

スイートピーステークス ２着以内⇒１着

東 京 優 駿（ＧⅠ）
（日本ダービー）

皐 月 賞（ＧⅠ） ４着以内⇒５着以内

テ レ ビ 東 京 杯
青 葉 賞（ＧⅡ）

２着以内

プリンシパルステークス １着
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⑶ NHKマイルカップ（ＧⅠ）のトライアル競走の整備

NHKマイルカップ（ＧⅠ）の競走内容のさらなる充実を図る観点から，ニュージーランド

トロフィー（ＧⅡ）に加えて，アーリントンカップ（ＧⅢ）を同競走のトライアル競走とし，

第３着以内馬に対して優先出走権を付与いたします。

なお，これに伴い，アーリントンカップ（ＧⅢ）の実施日を第２回阪神競馬第７日に移設す

るとともに，負担重量を馬齢重量に変更いたします。

また，地方競馬所属馬が出走できるNHKマイルカップ（ＧⅠ）のステップ競走を，中日

スポーツ賞ファルコンステークス（ＧⅢ）からアーリントンカップ（ＧⅢ）に変更いたします。

３．JBC競走について

ダート競馬の祭典として，例年，地方競馬で実施しているJBC競走について，中央競馬・地方

競馬を通じて実施しているダートグレード競走の魅力をお客様に知っていただく契機とするた

め，平成30年は，第５回京都競馬第２日において， １日３競走を下表のとおり実施いたします。

なお，これに伴い，同週に実施しているみやこステークス（ＧⅢ）は休止いたします。

競 走 名 競走距離（㍍） 備 考

農 林 水 産 省 賞 典
J B C ス プ リ ン ト（JpnⅠ）

１，２００（ダ）
３歳以上
国際 指定

農 林 水 産 省 賞 典
J B C ク ラ シ ッ ク（JpnⅠ）

１，９００（ダ）
３歳以上
国際 指定

農 林 水 産 省 賞 典
JBCレディスクラシック（JpnⅠ）

１，８００（ダ）
３歳以上（牝）
国際 指定

４．重賞競走の実施日の変更について

⑴ 金鯱賞（ＧⅡ）の実施日の変更

ＧⅠ競走に昇格した大阪杯（ＧⅠ）の前哨戦として，競走内容が充実している金鯱賞（ＧⅡ）

の実施日を，より多くのお客様にお楽しみいただくため，土曜日から日曜日に変更いたします。

なお，これに伴い，同週のローレル競馬場賞中山牝馬ステークス（ＧⅢ）の実施日を，日曜

日から土曜日に変更いたします。

⑵ 重賞競走の移設等に伴う実施日の変更

アーリントンカップ（ＧⅢ）の移設に伴い，アンタレスステークス（ＧⅢ）の実施日を第２

回阪神競馬第８日に，また，葵ステークス（新設重賞）の新設に伴い，京都ハイジャンプ

（Ｊ・ＧⅡ）の実施日を第３回京都競馬第７日に，それぞれ変更いたします。

⑶ 開催日割の変更等に伴う実施日の変更

３日開催の実施時期の変更等に伴い，一部重賞競走の実施日を変更いたします。
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